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高崎市の災害専用電話

☎027-321-5000
大雪のとき、高齢者など自力で玄関
から道路までの除雪ができない人
で、手助けが必要な場合は連絡して
ください。市の職員が除雪のお手伝
いをします

市ホームページ 

除雪や大雪時の準備をお願いします
　これからの季節は、市内でも雪が降ることがあります。特に平野部では、少ない積雪でも混乱が
起こりやすくなります。突然の雪に慌てないために、皆さん一人一人の備えが大切です。本格的な
冬の到来を前に、雪への備えや市の災害専用電話をもう一度確認してください。市ホームページで
も確認できます。
　問い合わせは、防災安全課（☎ 027-321-1352）へ。

　大雪などの災害時は、食料を買いに行けなかったり商品が品薄や欠品に
なったりします。また断水や、電気・ガスが止まる可能性もあります。食
料や水の備蓄だけでなく、懐中電灯や電池、カセットコンロと予備のボンベ、
携帯ラジオなども準備してください。

備え2 食料などの備蓄

　降雪中や雪が降った後は、歩行中の転倒やスリップ
などによる事故が発生する恐れがあります。不要不急
の外出を控えてください。外出が必要な場合は、右図
を参考にして、時間に余裕を持って行動しましょう。
また、車で外出する場合は、必ず冬用タイヤを装着し
てください。

長靴や、底に深い溝
のある靴を履く
（滑りにくい物）

重心を前に置く

小さな歩幅で、靴の
裏全体を地面につけ
て歩く

備え3 雪道の歩き方を知る

　自分で雪かきをする時は、右図を参考に
装備を整え、家族や近所の人と協力して
行ってください。降ったばかりの雪は軽い
ので、体への負担が少なく雪かきができま
す。早めに安全に雪かきができるよう、装
備を確認してください。
　市は、雪に備えて職員や市内の土木・建
築業者などによる道路などの除雪体制を整
えています。高齢者など自分で雪かきがで
きない人を対象に、雪かき支援も行います。

備え1 雪かきの装備 ■ 雪かきの装備の例

携帯電話や
スマートフォン
（緊急連絡用）

長靴や防寒靴
（滑りにくい物）

防水の上着
（目立つ色で蒸れない物）

防水の手袋
（滑りにくい物）

雪が付きにくい
金属製スコップ

タオル
（汗拭きと防寒）

帽子
（頭部の保護と防寒）
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